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1. UTS 短期研修レポート 

 

文教育学部 言語文化学科 3年 田村  

 

1. 自身の学問的な学び（評価点・改善点） 

研修を通して、授業やフィールドトリップ、英語での発表を経験する中で、自分の学

びの姿勢について多くの気づきを得ることができた。授業では多文化社会や社会的多様

性に関するテーマが扱われ、自分の専攻分野と関連する内容について考える機会となっ

た。一方で、社会問題や専門的な内容について英語で意見を述べる場面では、自分の語

彙力や背景知識の不足を感じることも多かった。その経験から、英語力の向上だけでな

く、自分の専攻に限らず幅広い視野を持ち、知識を深めることで、自分の考えを論理的

に主張できるようになる必要性を強く感じた。 

また、日本語の授業では、日本語という外国語を学ぶ学生たちの熱意や学習目的の明

確さに大きな刺激を受けた。彼らは将来の進路や興味関心と結びつけて日本語を学んで

おり、その姿勢から「なぜ外国語を学ぶのか」「その学びをどのように活かしたいのか」

という問いを改めて自分自身に向けるきっかけとなった。今後は、自分自身の学びの目

的をより明確にし、その目標に向かって努力を続けていきたいと感じている。 

 

2. 自身の国際交流面について（評価点・改善点） 

今回の研修では、多様なバックグラウンドを持つ学生や教員と交流する機会があり、

多文化環境の中でコミュニケーションを取る経験を得ることができた。英語でのコミュ

ニケーションに難しさを感じる場面も多くあったが、お相手が私の発言を理解しようと

待ってくださる姿勢や、丁寧に耳を傾けてくださる様子に支えられ、安心して自信を持

って発言することができた。 

特に、学生や教員の方々がとても親切に接してくださったことは印象に残っている。

授業中だけでなく、日常生活の場面でも同様であり、相手の言葉を理解しようとする姿

勢や寛容な態度を感じることが多かった。その経験を通して、私自身も相手の立場を尊

重し、誰に対しても寛大な心で接することのできる人でありたいと感じた。 

 

3. その他 

今回の短期研修では、学問的な学びだけでなく、自分自身の姿勢や価値観についても

多くの気づきを得ることができた。英語でのコミュニケーションの難しさを実感すると



同時に、相手を理解しようとする姿勢や異なる文化を尊重する態度の大切さを改めて感

じた。    

また、海外で生活することで、自分自身の文化や価値観について客観的に見つめ直す

機会にもなった。今後は、今回得た気づきを大切にしながら、語学力や知識をさらに深

め、異なる文化や価値観を持つ人々と積極的に関わっていきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2.シドニー工科大学における発表資料  

 

 

“For What Purpose Do Japanese People Learn English” - H.Tamura 
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